
１．はじめに

本地区は、有明海に面した筑後平野の中でも筑
後川の下流左岸地域に広がる水田約５，４００ha の全
国有数の農業地帯であり、稲作を中心に水田の畑
利用による野菜作等（麦類、大豆、いちご等）を
組み合わせた複合経営が展開されている。
しかし、本地区のクリークは、法面の崩壊が進
行しており、クリーク沿いの道路等の損壊が発生
するとともに、土砂の堆積による排水機能低下か
ら農地等に広域的な災害が発生する恐れがある。
このため、本事業によりクリーク法面の保護整
備を行い、これらの被害を未然に防止するともに、
安定した農業経営ができ、農地及び地域住民の生
活する場を守ることを目的として筑後川下流左岸
土地改良事業計画に基づき、田川城島１号線のク
リーク法面整備を行う工事である。
施工延長 L＝４３２．１１ｍ
護岸延長 左岸 L＝３２８．４１m

右岸 L＝３２８．４１m
水路幅（天端） B＝２０．０ｍ
水路幅（水路底） B＝４．０ｍ
水路高（直高） H＝４．０ｍ
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高圧送電線下施工での安全管理について

４５
安全管理

図―１ 着手前

図―２ ブロックマット・水路内覆土完了
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防災事業所
�３ 工事場所：福岡県三瀦郡大木町大字笹渕地内
�４ 工 期：平成２１年１０月８日～

平成２２年３月１６日
�５ 工事概要：
土工 土砂掘削 ３，９８０m３

流用土盛土工 １，１６０m３

作業残土処理 １，３９０m３

土質改良工 添加量３０kg/m３ ６，２９０m３

法覆護岸工 ブロックマット ６，６２３m２

多自然型護岸工 ２箇所
覆土工 １式

水路付帯工 ガードレール設置 ６６４m

安全柵 ８箇所
法面工 植生工（ヒメイワダレソウ）２，０３０m２

道路復旧工 アスファルト舗装工 １，０６０m２

敷砂利工 １，９８０m２

仮設工 １式
耕地復旧工 １式
事業損失防止施設費 １式

３．現場における課題

本工事では、九州電力の高圧送電線（１２万Ⅴ）
が高さ（地上１３．２m）の位置に水路内を横断して
おり、施工中に重機等（重機使用可能高９m）で
の接触が懸念され、送電線との離隔距離確保が課
題となった（図―６）。
工事着手前に、本社で会議を開催し上記課題に
ついて検討を行い、①～⑤の項目に対して対応策
を講ずる事とした。
①着工前の九州電力（大牟田送電課）との送電線

図―３ 完成

図―４ 平面図

図―５ 標準断面図 図―６ 送電線施工範囲図
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離隔距離現地立会
②送電線離隔距離確保の安全設備
③BHロングアーム作業時の接触防止対策
④送電線下での専任監視員配置・九州電力（大牟
田送電課）見張員立会での作業
⑤安全教育等での全作業員に高圧送電線接触防止
の周知徹底

４．現場での対応策

①着工前の九州電力（大牟田送電課）との送電線
離隔距離現地立会
工事着手に当たり、事前に九州電力（大牟田送
電課）と発注者及び施工業者で現地にて立会を行
い、送電線離隔距離の確認・送電線下での施工時
期確認・現地での安全対策等打合せを行った。

②送電線離隔距離確保の安全設備
着工前現地立会での離隔位置に明示旗を単管ヤ
グラに固定し、離隔の高さに設置した（図―７、
８）。その結果、重機オペレーター及び専任監視
の視認が大変良好となり重機作業時での接触防止
に繋がった。
③BHロングアーム作業時の接触防止対策
現地送電線は、地上から１３ｍの高さで水路を横
断しており、それから離隔距離を考慮して重機作
業高は、地上より９ｍとなる事からＢＨロング
アームの最大作業半径で接触する。その為、重機
オペレーターの作業時で一番視界に入るＢＨの
アーム部分に注意喚起スッテカーを貼付した。そ
の結果、ＢＨロングアーム施工では重機オペレー
ターがブームの高さに注意して作業を行った為、

図―７ 離隔位置明示旗設置図

図―８ 離隔高さ明示旗設置

図―９ BHロングアーム作業時の接触防止対策

図―１０ 送電線下での専任監視員配置
九州電力（大牟田送電課）見張員立会
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離隔を確保し安全に施工を行った（図―９）。
④送電線下での専任監視員配置・九州電力（大牟
田送電課）見張員立会での作業
送電線下で作業を行なう場合は、必ず専任監視
員を常駐させ災害防止に努めた。専任監視員には、
腕章を着用させ作業員全員に周知徹底を図った。
又、作業前に九州電力（大牟田送電課）へ連絡を
入れ、作業日に九州電力から見張員立会の下で施
工を行い、重機での接触防止に努めた（図―１０）。
⑤安全教育等での全作業員に高圧送電線接触防止
の周知徹底
新規入場者教育・安全訓練・朝礼等にて全作業
員に高圧送電線の位置・高さ・離隔距離の教育を
行い、特に重機オペレーターには、重機作業によ

る送電線接触防止の教育を徹底した。この結果、
全作業員が送電線に対して、常に危機感を持ち慎
重に作業を行った為、安全に施工する事ができた。

５．おわりに

今回の工事では、前述のような安全対策を講じ
た。それにより、九州電力（大牟田送電課）・発
注者とのコミュニケーションを密に図り災害防止
に努め、工期内無災害にて完成できた事を大変嬉
しく思う。
今後も無災害に向け、関係機関・全作業員とコ
ミュニケーションを大事にし、一致団結して現場
完成を目指して行きたい。
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